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2012：1153；Howard and Rensel 2012：482）。労働制度終了後もインド系の多くはフィジー
に定住し、1947 年から 1989 年までは国の最大民族となり、経済成長にも貢献したが、植
































































































館でビジネス雑誌 Island Businessの 1990年以降約 20年分の関連記事に目を通して大まか
に把握したが、本稿では以下の学術論文・書籍を中心に引用している（Robertson and 
Tamanisau 1988；Reeves, Vakatora, and Lal 1996；Lal 1997、2000；Lal with Pretes 2001；Robertson 
and Sutherland 2001；Davies 2005；Fraenkel and Firth 2007； Norton 2012、2015；Firth 2015；
Ratuva 2015)。これらの文献と内容的には重なる部分が多いが、日本語では東裕による一連
の著作が参考になる（例えば東 2010）。 
















Vakatora, and Lal 1996：8）。 
中村尚弘／先住民族の権利と先住民族性（Indigeneity）についての一考察 
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った（Robertson and Tamanisau 1988：100）。さらに、これらの先住民族主義者たちは、「フ
ィジー経済はインド人にのっとられていて、フィジー人は道端のごみ拾いをさせられてい
る」（Robertson and Tamanisau 1988：101）、「キリスト生誕以前からインド人はもう金の価値
を知っていて、あいつらはいつも商売のことで頭がいっぱいだ 」（Robertson and Tamanisau 
1988：102）などと民族的偏見の強いプロパガンダをばらまいた。フィジー首長は連立政権
に対する抗議行動を起こすよう国民に呼びかけ、アライアンス党員はインド系に対し選挙

























ンス政権に対する不満も蓄積していた（Robertson and Tamanisau 1988：5）。それに政治から
疎外されていたインド系の不満も合わさった結果が、1987年総選挙での西部を基盤とした







全て反フィジーであった（Robertson and Tamanisau 1988：33）。ある先住民族中心主義者も、
「幾多の争いを乗り越えて人民を平和へと導く能力と実績に秀でた首長は生まれながらに
指導的立場に立つ者である」と述べ、それは「神の思し召しにより作り上げられた制度で
ある」とした（Robertson and Tamanisau 1988：32）。1987年総選挙運動期間中には、「首長
はフィジー系とインド系との融和を導いているから、インド系の守護神でもある」と述べ
られた（Robertson and Tamanisau 1988：48）。 










た（Robertson and Tamanisau 1988：2）。結局、9月 25日にランブカが 2回目のクーデター
を実行、今度はランブカ自らが首相の座につき、ここに軍事政権が発足した。 










3.2 1990憲法から 1997年憲法・2000年クーデターへ 
しかし、首長の特権重視と地方における生活基盤改善の遅れなどに起因する政権の支持
喪失という構図は 1990 年代においても繰り替えされ、1990 年憲法へのインド系の不満も
強かった。結局ランブカは 1990 年憲法の見直しと引き換えにフィジー労働党からの政権
支援を探るようになった（Robertson and Sutherland 2001：109）。こうして 1995年 7月、憲
法調査委員会が構成され 1996 年にリーブズ報告書を上奏、報告書の提案に基づいて 1997
年憲法が議会での全会一致の同意、GCC の承認も得て制定された。1997 年憲法における
最大の変更は下院での一般投票の部分的導入であり、71議席のうち、25議席が一般投票、
46 議席は民族投票となり、民族議席は 23・19 が先住系・インド系にそれぞれ配分された
（残り 4議席はその他民族）。そして、「格差是正」を目的とする先住系のための特別法は










述べた（Reeves, Vakatora, and Lal 1996：44-50）。 
 それにも拘らず、この間、先住民族主義者はその立場を崩していない。むしろ、1985年
から国連で議論され始めた「国連宣言」草案から、「民族自治」が先住民族の権利として認
められるとの確信をえ、憲法調査委員会に対して圧力をかけている。1990 年に GCC によ
って結党された Soqosoqo ni Vakavulewa ni Taukei（以下 SVT）は、フィジー国民は 1990年







革計画は先住土地管理機構の猛反対にあった（Robertson and Sutherland 2001：9-10；Keith-
Reid 1999も参照）。さらに、インド系の首相は民族主義者には受け入れがたいものであっ
た 3。SVTは全国的な反政府運動を展開し、2000年 4月 21日、先住民族主義者にに導かれ
た約 500 人の先住系が同国第二の都市ラウトカをデモ行進、4 月 28 日には首都スバでも
8 
4000人以上の先住系によるデモがあった（Robertson and Sutherland 2001：10）。  















なかった（Keith-Reid 2000：29；Robertson and Sutherland 2001：22）。結局、クーデターの 7
日後にボレンゲ・バイニマラマ（Voreqe Bainimarama）率いる軍隊が介入しスペイトらを逮
捕拘留、もと銀行家のライセニア・ガラセ（Laisenia Qarase）が暫定政府を発足させた。ス
ペイトはその後死刑を宣告されている（後に終身刑に減刑）（Robertson and Sutherland 2001：
XVI）。 
 
3.3 ガラセ政権下における先住民族主義体制と 2006年クーデター 



















し、2006 年 5 月の総選挙では、非都市部の先住系から強い支持を得たガラセ SDL の圧勝
となり、バイニマラマも SDL政権を支援することになったが、それは必ずしもバイニマラ
















Charter For Change and Progress）」では、民族により分断された国勢を変革させていく方針
が明確に打ち出された（Howard and Rensel 2012：491；Bhim 2011も参照）。2009年に 1997











































































































5：Fijilive.com 2006年 3月 9日 
6：The Fiji Times 2015年 3月 18日 
7：The Fiji Times 2015年 4月 16日 
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